
福永海運株式会社
佐伯市長島町1丁目33番24号
☎22-5116（fax 22-5949） http://www.fline.co.jp/index.html
設立年月：1969年7月
資本金：3,000万円　役職員数：20人（海上3人）

　世界の経済活動を支える大動
脈・海上輸送。1969年創業の福
永海運は、7つの海を結ぶネット
ワークを持ち、主にばら積貨物船
で石炭やセメント、鉱石、穀物な
どの物資・資源を世界各地に届け
ています。「現在所有しているの
は13隻の外航船※1。船の管理、就
労環境、取引先との対等な関係
の確立など世界基準の海運業を
目指しています」。そう話す社長 
福永庄一朗さんのモットーは“当
たり前のことを当たり前に行う”。
通常、外部の管理会社などに任せ
ることが多い船舶管理業務も自
社で行い、点検整備、訪船指導な
ど地道な作業を当たり前に、正確
にこなすことで船や船員の安全、
荷主の満足度を追求しています。

　現在は若手の育成にも目を向
けています。「船が好きで、海運業
に携わりたいという熱意のある
学生をバックアップしたいと考え
ています。その一環として、来年
採用予定の学生1人は働きながら
船舶の専門学校※2に通い勉強す
る予定です」。
　すでに意欲的な若手社員が多
数在籍し「陸上から大型船をサ
ポートできるのが誇り」「中学の頃
から夢だった船乗りになれて毎日
楽しい」「外航船は世界中に行け
るのが魅力」など、やりがいを
持って仕事に取り組んでいます。

※1 外国航路を行き来する船　※2 海運業に従
事するためには、商船高等専門学校や専門の大学
などで学ぶ必要があります。　※3 乗船経験を積
んだ後は、陸上勤務がメインになることが多い。

世界のニーズに応える海上輸送 会社のここが好き

一度船に乗ると数か
月戻れませんが、船
内にジムやゲーム機
があり退屈しません！
外国人船員とのやり
取り、海外の街歩き
も楽しいです。陸上
勤務※3も可能なので、
船・海に興味がある
人におすすめです。
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せき がいこうせん

ふくなが しょういちろう

船舶管理グループ 監督補佐(陸上勤務)

野村 優太さん（写真左）
二等航海士

秋山 裕太さん（写真中）
二等航海士

小川 龍之介さん（写真右）

のむら　ゆうた

あきやま ゆうた

　おがわ りゅうのすけ

若い力を育てたい

市報さいき
電子BOOKは
こちらから

夫婦二人三脚で「うそのない」漫画を描く
　福田幹夫さん、素子さんは夫婦共作のペンネーム『ふくだもとこ/
福田素子』を使い、二人三脚で活動する漫画家です。「漫画を描く
のは私ですが、構想を考えたら必ず家族会議を開き、幹夫さんの
意見を聞きます。家庭内編集者、アドバイザーのような感じです
ね」そう話す素子さんが幹夫さんと最初に決めたのが“うそを描か
ない”こと。「例えば、つらい時は立ち止まって周りに目を向けるこ
とが大切、と描くなら自分もそうあろうとします。読者は描いてい
ないこと(＝想い)もキャッチするので、自分にうそをつくと駄目だ
なって」。その言葉通り、日常の出来事を丁寧に描いた福田さんの
作品からは、想いやメッセージが真っすぐに伝わってきます。

自由な「漫画教室」で描く楽しさを伝えたい
　現在は漫画家活動と並行して、漫画教室も主催。“自分の好き
も、人の好きも大事にしよう”を合言葉に、幼児から60代まで幅広
い年代の生徒が自分のペースで自由に楽しく学んでいます。また、
6月からは新たに佐伯を描く「まんが寺子屋プロジェクト※」が始
動。「佐伯の魅力を発信するお手伝いができたら」と福田さんも楽
しみだと語ってくれました。※応募方法などはP26に掲載

ふくだもとこ/福田素子(福田幹夫
さん、素子さん共作ペンネー
ム)は佐伯市在住の漫画家。
デビューは1987年。発表し
た作品は1,000を超え、代
表作は「橘屋繁盛記」シリー
ズ、「空への手紙(1999年テレ
ビドラマ化)」ほか多数。

漫画
つくっているもの

動画はこちら

▲漫画教室は会員登録不要、1回
500円。漫画、イラスト何でもOK。

▲福田先生の作品は電子書籍
(Kindleなど)でも読めます。

ふくだもとこ/福田素子さん  / 佐伯市駅前

福田幹夫さん（右）、素子さん（左）

 / 佐伯市駅前

福田幹夫さん（右）、素子さん（左）
みきお もとこ
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